
対象団体　　　　　　　　　　　　　　　　　 交付限度額
　下京区内で、まちづくり活動を行っている、　　30万円

　または行おうとする団体・グループ

対象事業・補助率

枠 部門名 補助率
一
般
枠

「みんなで進めるまちづくり」部門
自由な発想で、まちの課題解決や魅力づくりに
取り組むもの

10万円までの部分10/10
10万円を超える部分１/２

重
点
枠

「子ども・若者はぐくみ応援」部門
子どもや若者たちが地域への関心を高め、まち
づくり活動に参加するきっかけとなるものや、
地域ぐるみで子どもや若者の育成に取り組むもの

10/10

（※）同一事業への補助は、一般
枠は４回まで、重点枠は３回まで
です。また、いずれの枠も３回
目以降は補助率が下がります。

（起算は平成27年度分からです）

「絆づくり応援」部門
地域のつながりや支え合いを深め、豊かな地域
コミュニティづくりに取り組むもの
「おもてなし応援」部門
訪れる方を温かく迎える魅力ある地域をつくる
ため、安心・安全や、まちの美化、文化芸術等
をテーマにまちづくりに取り組むもの

審査・決定
＊６月に開催予定の審査会にて

書類審査を行い、支援団体を

決定します。希望者のみ審査会

で事業説明を行っていただき

ます。

＊審査のポイントなど詳しく

は４月中旬から下京区役所にて

配布予定の募集要項をご覧に

なってください（区役所ホーム

ページにも掲載予定）。

問　地域力推進室

　　サポート事業担当

　　（☎371-7164）

　蓮池薫さんを講師にお迎えし、日本の人権課題などについて

ご講演いただきます。

　憲法月間の５月、人権について改めて考えてみませんか。

区民が主役のまちづくりサポート事業の募集について

　

３
月
６
日
の
平
成
28
年
「
消
防
記
念
日
」
表
彰
に
お
い
て
、
社

会
福
祉
法
人
京
都
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会 

高
齢
者
福
祉
施
設
西

七
条
に
、
「
総
務
省
消
防
庁
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
」
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
従
業
員
の
消
防
団
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
、
地
域
へ
の
社
会
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
事
業
所
を

消
防
庁
が
認
定
す
る
も
の
で
、
市
内
で
初
め
て
同
施
設
を
含
む

２
事
業
所
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
施
設
で
は
、
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
に
何
か

貢
献
し
た
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
５
年
程
前
に
地
域

の
七
条
第
三
消
防
分
団
の
団
員
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
全
従
業
員
に
呼
び
か

け
を
さ
れ
、
そ
の
後
も
案

内
を
続
け
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
従
業
員
68
名
の

う
ち
10
名
が
、
消
防
分
団

員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
（
３
月
６
日
現
在
）。

　

消
防
団
へ
は
、
区
内
在

住
の
方
だ
け
で
な
く
、
区

内
に
通
勤
・
通
学
さ
れ
て

い
る
方
も
入
団
で
き
ま
す
。

下
京
消
防
団
に
あ
な
た
も

入
団
し
ま
せ
ん
か
。
入
団

資
格
な
ど
詳
し
く
は
消
防

署
ま
で
。

問　

下
京
消
防
署

　
　

（
☎
361
・
４
４
１
１
）

　
　
　
　
総
務
省
消
防
庁

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
が

交
付
さ
れ
ま
し
た

　市立芸術大学の移転が予定される崇仁地域で、まち

づくりの機運を高めることを目指し、京の名店の味を

気軽に楽しんでいただけるグルメフェアを今年も開催

します！

　グルメブースのほか、ステージコーナーもお楽しみ

いただけます。皆様のお越しをお待ちしています。

日時　４月24日（日） 午前11時～午後３時 （小雨決行）

場所　�平成の京町家モデル住宅展示場  K
きょうも
YOMO広場

　　　（河原町通塩小路北西角）

出店者（順不同）
・ストラーダ（イタリア料理）
・ぎをん萬養軒（西欧料理）
・一之船入（創作中華料理）
・すし岩（寿司）
・鴨弘（京人料理）
・横綱（ちゃんこ料理）
・SamaSama（インドネシア料理）
・ホンキートンク（アメリカ料理）
・いけだ食品（スペアリブ）
・イタショク（ワイン）　　など
（内容については変更となる場合があります）
料理　500円～（完売次第、終了します）

申込み　不要

主催　�グルメフェア実行員会（崇仁自治連合会、崇仁ま

ちづくり推進委員会、下京いきいき市民活動セ

ンター、市民活動総合センター、ストラーダ）

共催　平成の京町家コンソーシアム

後援　�京都市、京都市住宅供給公社、下京青少年活動

センター

問　下京いきいき市民活動センター（☎371-8220）

　３月16日、地域の様々な分野でまちづくりに携わられる

約50名の方々のご出席のもと、下京区民まちづくり会議を

開催。平成27年度の区役所の事業実施状況や各地域での

まちづくりの動きをはじめ、治安概況や火災発生状況など

幅広いテーマについて

話し合われました。

　区役所では、これか

らも地域の皆様と共

に、安心安全で魅力あ

ふれるまちづくりを進

めてまいります。

　ごみ処理施設や再資源化施設などの見学を

通じて、身近なごみ問題を見つめ直し、環境に

やさしいライフスタイルについて考えるバス

ツアーへの参加団体を募集します。

対象　サークルや地域の団体、町内会など、環

境に関心のあるグループ（営利法人を

除く）

見学施設　希望の施設を自由に組み合わせら

れます（要事前相談）。

①クリーンセンター（市内２か

所）、②資源リサイクルセンター

（市内２か所）、③横大路学園、④西

部圧縮梱包施設、⑤廃食用油燃料

化施設、⑥魚アラリサイクルセン

ター、⑦エコランド音羽の杜、⑧京

エコロジーセンター 他

※�京エコロジーセンター以外（①～⑦）は土・

日の見学不可。

費用　無料

定員　１組30名まで（要相談）

実施期間　平成29年３月31日（金）まで

問　下京エコまちステーション（☎366-0186）

　これまで元格致小学校に開設してきた「格致つどいの広場」が洛友中学校

へ移転します。

　引き続き、子育てアドバイザーが常駐し育児相談に応じるほか、地域の

子育て情報の提供や講習なども行いますので、ぜひご利用ください。

移転日　４月14日（木）

移転先　洛友中学校１階

　　　　（下京区大宮通綾小路下る綾大宮町51－２）

開所時間（午前10時～午後４時）や休所日（日曜日、水曜日）に

変更はありません。

問　市児童家庭課（☎251-2380）

　

正
確
な
計
量
が
行
わ
れ
、
公
正
な
取
引
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
、
取
引
や
証
明
に
使
用
さ
れ
る

質
量
計
（
は
か
り
）
は
、
２
年
に
１
回
、
定
期

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

表
の
日
程
で
、
指
定
定
期
検
査
機
関
が
、

ひ
ょ
う
量
500 

kg
以
下
の
質
量
計
の
検
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

家
庭
用
の
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス

ケ
ー
ル
な
ど
は
対
象
外

時間　�午前10時～午後２時30分（（※１）は午後２時
まで、（※２）は午後０時30分まで）

開
催
日

場
所

５
月
９
日（
月
）
元
格
致
小
学
校

　

  

10
日（
火
）
元
六
条
院
小
学
校

    

11
日（
水
）

    

12
日（
木
）
洛
央
小
学
校

    

13
日（
金
）
洛
友
中
学
校 （
※
１
）

    

23
日（
月
）
梅
小
路
小
学
校

    

24
日（
火
）
七
条
小
学
校

    

25
日（
水
）
元
植
柳
小
学
校

    

26
日（
木
）
中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場

水
産
事
務
所
棟 （
※
２
）

    

27
日（
金
）
西
大
路
小
学
校 （
※
１
）

    

30
日（
月
）
淳
風
小
学
校

    

31
日（
火
）
光
徳
小
学
校 （
※
１
）

６
月
１
日（
水
）
七
条
第
三
小
学
校

楽市・洛座 「京の名店グルメフェア」

下京区民まちづくり会議を開催しました

格致つどいの広場の移転について

下
京
区 
質
量
計（
は
か
り
）

定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

日時	 ５月24日（火）　
	 午後２～４時
	 （受付：午後１時30分～）
場所	 キャンパスプラザ京都　
	 ５階第１講義室
定員	 200名（要事前申込み・先着順）

費用	 無料

　

平
成
27
年
中
に
、
市
内
で

は
11
件
の
天
ぷ
ら
鍋
火
災
が

発
生
。
そ
こ
で
今
回
は
、
天

ぷ
ら
鍋
火
災
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ
で

す
。

Ｑ�　

天
ぷ
ら
鍋
火
災
は
ど
の
よ
う
に

発
生
す
る
の
？

Ａ�　

天
ぷ
ら
油
を
加
熱
し
た
ま
ま
、

そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
い
、
長
時

間
放
置
す
る
こ
と
で
、
油
が
燃
え

だ
す
温
度
に
達
し
て
出
火
し
ま

す
。
ま
た
、
調
理
後
に
こ
ん
ろ
の

火
を
消
し
忘
れ
て
火
災
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ�　

天
ぷ
ら
鍋
火
災
の
消
火
方
法

は
？

Ａ�　

こ
ん
ろ
の
火
を
消
し
、
消
火
器

で
消
火
し
て
く
だ
さ
い
。
鍋
に
合

う
大
き
さ
の
蓋
を
か
ぶ
せ
る
の
も

効
果
的
で
す
。
そ
の
場
合
は
、
鍋

の
手
前
か
ら
炎
を
避
け
て
、
か
ぶ

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ�　

天
ぷ
ら
鍋
火
災
に
水
を
か
け
る
と

ど
う
な
る
の
？

Ａ�　

水
は
絶
対
に
だ
め
で
す
。
水
を

か
け
て
消
火
す
る
と
、
炎
が
急
激

に
拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
沸
騰
し

た
油
が
飛
び
散
っ
て
大
や
け
ど
を

～無くそう天ぷら鍋火災～
けすぞう君のＱ＆Ａ

し
て
し
ま
う

な
ど
、
と
て
も

危
険
で
す
。

Ｑ�　

油
の
量
が

少
な
い
と
安

全
な
の
？

Ａ�　

量
が
少
な

い
分
、
油
が

短
時
間
で
過
熱
さ
れ
て
発
火
温
度

に
達
し
ま
す
。
適
切
な
サ
イ
ズ
の

鍋
に
十
分
な
油
で
調
理
す
る
方

が
、
安
全
で
す
。

Ｑ�　

過
熱
防
止
装
置
付
の
こ
ん
ろ
な

ら
安
心
な
の
？

Ａ�　

油
の
量
が
少
な
か
っ
た
り
急
激

に
過
熱
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る

と
、
昇
温
ス
ピ
ー
ド
に
過
熱
防
止

装
置
が
追
い
付
か
ず
、
出
火
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

天
ぷ
ら
や
揚
げ
物
の
「
調
理
中
に

は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
こ
と
」、「
天

ぷ
ら
鍋
火
災
に
は
、
水
を
か
け
な
い

こ
と
」
こ
の
２
点
を
徹
底
し
て
く
だ

さ
い
。

問　

下
京
消
防
署

　
　

（
☎
361
・
４
４
１
１
）

　
迷
わ
ず
、
お
近
く
の
民
生
児
童
委
員
、
老
人
福
祉

員
、
高
齢
サ
ポ
ー
ト
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

や
区
役
所
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
！

高
齢
者
が
孤
立
？
　
　
詐
欺
か
も
？

最
近
見
か
け
な
い
！
　
様
子
が
お
か
し
い
か
な
？

　

３
月
６
日
、

永
松
学
区
総
合

防
災
訓
練
に
お

い
て
、
永
松
消

防
分
団
で
活
躍

す
る
柴
犬
の
コ

コ
ち
ゃ
ん
（
同

分
団
の
村む

ら

田た

卓た
く

三ぞ
う

分
団
長
の
愛

犬
）
に
、
区
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

コ
コ
ち
ゃ
ん
は
、
毎
月
５
日

と
20
日
の
無
火
災
推
進
日
に
、

永
松
消
防
分
団
の
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
に
参
加
。
ま
た
、
昨
年

12
月
に
は
、
こ
の
市
民
し
ん
ぶ

ん
下
京
区
版
「
下
京
の
ひ
び

き
」
に
登
場
し
、
年
の
瀬
の

「
火
の
用
心
」
を
呼
び
か
け
る

な
ど
、
広
く
防
火
に
対
す
る
意

識
啓
発
に
活
躍
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

３
月
９
日
、「
京
都
市
下
京
区
市
民
憲
章
推
進
者
表
彰
式
」
が
下
京

区
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
祉
活
動
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、

自
治
活
動
な
ど
、
平
成
27
年
の
推
進
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
活
動
を
永
年
、

継
続
さ
れ
て
い
る
24
名
２
団
体
の
方
々
に
、
区
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
活
動
を
30
年
近
く
継
続
さ
れ
て
い
る
立
木
弘
支
さ
ん
は

「
今
後
も
地
域
を
住
み
よ
く
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
区
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　３月６日、光徳小学校体育館にて下京区民卓球大会が

開催されました。

　当日は12学区から16チームが参加。日ごろの練習の成

果を競い合われ、大内体育振興会Ａチームが優勝されま

した。大会の上位の結果は以下のとおりです。

【優　勝】　大内体育振興会Ａチーム
【準優勝】　七条第三体育振興会Ａチーム
【三　位】　豊園体育振興会チーム
【三　位】　醒泉体育振興会チーム

平
成
27
年
の
推
進
テ
ー
マ

 

京
都
の
心
、
日
本
の
心
を
世
界
に
伝
え
よ
う

京
都
市
下
京
区

    
市
民
憲
章
推
進
者
表
彰

平成28年度下京区憲法月間事業　講演会

夢と絆 ～ 24年間の北朝鮮生活で感じたこと～

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

　

日
本
赤
十
字
社
は
世
界
190
の
国
と
地
域
に
あ
る
赤
十

字
・
赤
新
月
社
の
一
員
と
し
て
、
災
害
救
護
を
は
じ

め
、
病
気
で
苦
し
む
方
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
国
内
外
で

様
々
な
人
道
的
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
活
動
は
、
赤
十
字
の
理
念
と
活
動
に
賛
同
し
て
く
だ

さ
る
方
々
か
ら
の
社
費
と
寄
付
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
活
動
を
継
続
し
、
更
に
充
実
し
て
い
く
た
め

に
は
、
皆
様
の
温
か
な
ご
支
援
と
ご
協
力
が
必
要
で

す
。
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問　

�

各
学
区
赤
十
字
奉
仕
団
分
団
長
、
地
域
力
推
進
室

総
務
・
防
災
担
当
（
☎
371
・
７
１
６
４
）

「
困
っ
て
い
る
人
、
苦
し
ん
で
い
る�

人
を
助
け
た
い
」
そ
の
想
い
、
日
本

赤
十
字
社
に
託
し
て
く
だ
さ
い
！

赤
十
字
の
活
動
資
金
に

�

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

下京区民卓球大会の結果

「健康長寿のまちづくり」「安心安全な
まちづくり」に資する取組を大募集！

　幼少期から高齢期まで、人生のあらゆる
ステージで健康づくりを推進し、「平均寿命」を

「健康寿命」に近づけよう！そんな「健康長寿」の
まちをみんなの力で築いていきませんか。
　また、市民ぐるみで安心安全なまちづくりを
進める「世界一安心安全・おもてなしのまち京都
市民ぐるみ推進運動」の下京区版プログラムの
取組もいよいよスタートします！
　そこで、「健康長寿」「安心安全」を、区民の皆様
のまちづくり活動を応援するサポート事業におい
ても推進していくため、取組を大募集します！

問
　
京
都
府
計
量
協
会（
☎
415
・
３
１
６
６
）

環境施設見学会
「エコバスツアー」
参加団体募集ココちゃんに区長から

感謝状が贈られました

～火災のない　　　   ダフルなまちを～

高齢者福祉施設西七条の加川さん（写真右）
と稲本さん（写真左）

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

こ
れ
か
ら
も
地
域
の

お
役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す

ワン

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

～
個
人
～

川か
わ

端ば
た

　
芳よ

し

之ゆ
き（

郁
文
）

中な
か

島じ
ま

　
俊と

し

明あ
き（

郁
文
）

小お

田だ

　
修し

ゅ
う

子こ
（
豊
園
）

早は
や

川か
わ

　
雅ま

さ

也や
（
豊
園
）

中な
か

嶋じ
ま

　
洋よ

う

子こ
（
開
智
）

薮や
ぶ

下し
た

　
孝た

か

子こ
（
開
智
）

髙た
か

橋は
し

　
一い

ち

郎ろ
う（

淳
風
）

木き

谷た
に

　
和か

ず

織お
り（

醒
泉
）

望も
ち

田だ

　
泰や

す

弘ひ
ろ（

醒
泉
）

荒あ
ら

川か
わ

　
晃こ

う

嗣じ
（
修
徳
）

桑く
わ

垣が
き

千ち

枝え

子こ
（
有
隣
）

畠は
た
け

中な
か

　
庸つ

ね

年と
し（

有
隣
）

土つ
ち

屋や

　
善よ

し

弘ひ
ろ（

植
柳
）

平ひ
ら

井い

真し
ん

一い
ち

郎ろ
う（

植
柳
）

髙た
か

垣が
き

　
京き

ょ
う

子こ
（
稚
松
）

平ひ
ら

岡お
か

　
周し

ゅ
う

一い
ち（

稚
松
）

礪と

波な
み

　
康や

す

夫お
（
安
寧
）

川か
わ

端ば
た

　
義よ

し

正ま
さ（

皆
山
）

立つ
い

木き

　
弘ひ

ろ

支し
（
皆
山
）

馬ま

渕ぶ
ち

　
理り

恵え
（
皆
山
）

北き
た

尾お

　
舒の

ぶ

彦ひ
こ（

七
条
第
三
）

橋は
し

本も
と

　
正ま

さ

雄お
（
七
条
第
三
）

柳や
な
ぎ

田だ

　
　
勝ま

さ
る（

崇
仁
）

荻お
ぎ

野の

　
肇と

し

子こ
（
西
大
路
）

～
団
体
～

淳じ
ゅ
ん

風ぷ
う

学が
っ

区く

社し
ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い（

淳
風
）

西に
し

大お
お

路じ

小し
ょ
う

学が
っ
こ
う校

後こ
う

援え
ん

会か
い（

西
大
路
）

講師　蓮
はす
池
いけ
　薫
かおる
氏

（新潟産業大学　経済学部准教授）

５月は憲法月間です市
内
で
初
！

　

区
内
に
お
住
ま
い
の
阪さ

か

上が
み

彰
し
ょ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
か
ら
、
音
響
機
器
一
式
（
マ
イ

ク
・
ス
ピ
ー
カ
ー
等
）
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
19
日

に
開
催
し
た

「
京
・
フ
ォ
ト

ロ
ゲ
イ
ニ
ン

グ
２
０
１
６
」

で
は
、
こ
の

音
響
機
器
を

使
い
、
約
200

名
の
参
加
者

の
方
々
に
事

業
説
明
や
案

内
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

阪
上
さ
ん
は
、「
区
役
所
に
お
け

る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
で
活
用
さ
れ
、

役
立
て
て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
で

す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

音
響
機
器一式
を

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　�

京
・
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ

ニ
ン
グ
の
様
子

優勝された大内体育振興会
の皆様

申込み　　

　４月26日（火）～５月15日（日）に
 京都いつでもコール （4面右下参照）へ
電話、FAX、メールのいずれかの
方法によりお申し込みください。
・�FAXの場合は、「下京区憲法月間事業」と明記のうえ、氏名と

電話番号、複数で参加の場合は同伴者人数を記載してください。

・�手話通訳をご希望の方は、申込み時にお知らせください。　

　�（FAXの場合は、「手話通訳希望」と明記のうえFAX番号も記載）

・�定員になり次第、受付

を締め切らせていただ

きます（受付終了後に

お申込みいただいた場

合は、電話等により受

付が終了していること

をお伝えします）。

問　地域力推進室

　　まちづくり推進担当

　　（☎371-7170）

京都駅から徒歩５分
会場へは公共交通機関をご利用ください

バスターミナル

堀
川
通

西
洞
院
通

新
町
通

烏
丸
通下京

区役所
塩小路通

JR 京都駅

京都タワー

中央
郵便局
〒

近鉄京都線
京都駅

地下鉄烏丸線
京都駅

キャンパスプラザ京都

５月16日（月）
必着

市　民　し　ん　ぶ　ん　下京区版　　 第244号　　平成28年4月15日　（2）（3）　平成28年4月15日　　第244号　　 市　民　し　ん　ぶ　ん　下京区版 自治会・町内会に入って住みよいまちに　～自治会・町内会は、まちと人を守っています～
京都市は「地域コミュニティ活性化推進条例」を制定し、自治会・町内会を中心とする地域活動を応援しています


